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覚えるべき基礎事項

ー出入力ー



出力関数(printf)

○プログラミング実践

#include <stdio.h>

void main (void){

printf(“Hello World!!”);

└└└└入力したら「デバッグ」入力したら「デバッグ」入力したら「デバッグ」入力したら「デバッグ」→ 「デバッグなしで開始」「デバッグなしで開始」「デバッグなしで開始」「デバッグなしで開始」

printf(“Hello World!!”);

}



結果、“Hellow World!!”と表示されるはず。

表示されなかった場合はプログラムを見直す。

└└└└「「「「;」が抜けていないか、」が抜けていないか、」が抜けていないか、」が抜けていないか、includeの前にの前にの前にの前に#をつけ忘をつけ忘をつけ忘をつけ忘
れていないかなどれていないかなどれていないかなどれていないかなど…

とりあえず、#includeとかvoid mainとかの行
は暗記で。



○構文

簡単に言えばこれだけ。

printf(“”) // ””で囲まれた文字、もしくは文字列で囲まれた文字、もしくは文字列で囲まれた文字、もしくは文字列で囲まれた文字、もしくは文字列

を出力するを出力するを出力するを出力する

簡単に言えばこれだけ。

これだけ、とは言ってもとても重要な意味を
持つ。

というのは、プログラム実行中の動作を確認
するための最も簡単な手法の一つだからだ。



こういった基本的な構文は覚えるしかない。

まぁ量は多くないし、その都度調べるのも良
し、分からなければ周りに居る先輩や同輩に
聞いてみると良い。

このサークルに入ったからには、仲間を存
分に頼ってほしい。



ちなみに。

さっきのプログラムをもう少し深く見た場合(↓)

#include <stdio.h> // studio.h (C言語の基本関数が定義言語の基本関数が定義言語の基本関数が定義言語の基本関数が定義
されたファイルされたファイルされたファイルされたファイル)を読み込むを読み込むを読み込むを読み込む

void main (void){ //プログラムの起動と同時に呼び出プログラムの起動と同時に呼び出プログラムの起動と同時に呼び出プログラムの起動と同時に呼び出
される関数される関数される関数される関数(エントリーポイントエントリーポイントエントリーポイントエントリーポイント) される関数される関数される関数される関数(エントリーポイントエントリーポイントエントリーポイントエントリーポイント) 

printf(“Hello World!!”); // “Hello World!!” と表示させると表示させると表示させると表示させる
}



○応用１

一行しか書けないのは味気ない…

#include <stdio.h>

void main(void)

{ 

printf(“Hello¥nWorld!! ¥n”);

この二つを考えてみてほしい。

・どういう風に表示された？

・なんで、そういう表示になった？

printf(“Hello¥nWorld!! ¥n”);
}



“¥n”(環境によっては”＼＼＼＼n”)は拡張表記(エ
スケープシークエンス)と言って、文字としてで
はなく、意味を持った記号として認識される。

代表的なものには↓がある。
¥¥¥¥nnnn 改行改行改行改行(new(new(new(new line)line)line)line)

¥¥¥¥aaaa (alert)(alert)(alert)(alert)

その他、¥b,¥?などもある。

¥¥¥¥aaaa 警報警報警報警報(alert)(alert)(alert)(alert)

¥¥¥¥¥¥¥¥ ““““¥¥¥¥””””普通に普通に普通に普通に、、、、¥¥¥¥を文字として使用したい時はを文字として使用したい時はを文字として使用したい時はを文字として使用したい時は、、、、これこれこれこれ。。。。

¥¥¥¥”””” ““““””””””””普通に普通に普通に普通に、、、、””””を文字として使用したい時はを文字として使用したい時はを文字として使用したい時はを文字として使用したい時は、、、、これこれこれこれ。。。。

¥¥¥¥0000 “null“null“null“null文字文字文字文字””””と呼ばれと呼ばれと呼ばれと呼ばれ、、、、通常文字列リテラルの末尾に通常文字列リテラルの末尾に通常文字列リテラルの末尾に通常文字列リテラルの末尾に
つけるつけるつけるつける。。。。文字列に関しては後日説明する文字列に関しては後日説明する文字列に関しては後日説明する文字列に関しては後日説明する。。。。



○応用２

文字だけ？ 数字だって使いたいのに。

#include <stdio.h>

void main(void)

{ 

#include <stdio.h>

void main(void)

{ 

どちらも書けば分かると思うが、上の二つは
全く同じ動作をする。

{ 
printf(“10 * 10 = %d¥n“,100);

}

{ 
printf(“10 * 10 = %d¥n“,75+25);

}



ここでのキーワードは”%d”

%に続く文字、例えばここでは”d”のことを変
換指定子と言う。

文字以外のモノを文字へと変換してくれる機
能を持つ。能を持つ。

次のページに変換指定子を示す。



○変換指定子

変換指定変換指定変換指定変換指定

%%%%dddd 整数を整数を整数を整数を10101010進数で表示進数で表示進数で表示進数で表示

%%%%oooo 整数を整数を整数を整数を8888進数で表示進数で表示進数で表示進数で表示

%%%%x,x,x,x, %%%%XXXX
整数を整数を整数を整数を16161616進数で表示進数で表示進数で表示進数で表示 ((((%%%%xxxxならならならならabcdef,abcdef,abcdef,abcdef,
%%%%XXXXならならならならABCDEFABCDEFABCDEFABCDEFで表現で表現で表現で表現))))

次ページに使用例を示す

%%%%x,x,x,x, %%%%XXXX
%%%%XXXXならならならならABCDEFABCDEFABCDEFABCDEFで表現で表現で表現で表現))))

%%%%ffff 実数を小数点つき実数を小数点つき実数を小数点つき実数を小数点つき10101010進数で表示進数で表示進数で表示進数で表示

%%%%cccc 引数に対応した引数に対応した引数に対応した引数に対応した1111文字を表示文字を表示文字を表示文字を表示



○変換指定子

変換指定変換指定変換指定変換指定 例例例例 表示結果表示結果表示結果表示結果

%%%%dddd printf(“printf(“printf(“printf(“ %%%%dddd ¥¥¥¥n”,n”,n”,n”, 100100100100....3333))));;;; 100100100100

%%%%oooo printf(“printf(“printf(“printf(“ %%%%oooo ¥¥¥¥n”,n”,n”,n”, 100100100100))));;;; 144144144144

%%%%x,x,x,x, %%%%XXXX printf(“printf(“printf(“printf(“ %%%%xxxx ¥¥¥¥n”,n”,n”,n”, 100100100100))));;;; 64646464

%%%%ffff printf(“printf(“printf(“printf(“ %%%%ffff ¥¥¥¥n”,n”,n”,n”, 3333....14141414))));;;; 3333....14141414%%%%ffff printf(“printf(“printf(“printf(“ %%%%ffff ¥¥¥¥n”,n”,n”,n”, 3333....14141414))));;;; 3333....14141414

%%%%cccc printf(“printf(“printf(“printf(“ %%%%cccc ¥¥¥¥n”,n”,n”,n”, 100100100100))));;;; dddd



○応用３

知っていると便利な変換フォーマット

%[フラグフラグフラグフラグ][フィールド幅フィールド幅フィールド幅フィールド幅][精度精度精度精度][変換修飾子変換修飾子変換修飾子変換修飾子]変換指定子変換指定子変換指定子変換指定子

フラグフラグフラグフラグ 0000個以上を指示出来る個以上を指示出来る個以上を指示出来る個以上を指示出来る。。。。
----((((左詰めにする左詰めにする左詰めにする左詰めにする),),),), +(+(+(+(実数に符号を付与する実数に符号を付与する実数に符号を付与する実数に符号を付与する),),),), 空白空白空白空白((((符号なし符号なし符号なし符号なしorororor結果結果結果結果0000にににに
なった場合なった場合なった場合なった場合、、、、数値の前に空白を付与数値の前に空白を付与数値の前に空白を付与数値の前に空白を付与),),),), #(#(#(#(数値の表記形式が分かるよ数値の表記形式が分かるよ数値の表記形式が分かるよ数値の表記形式が分かるよなった場合なった場合なった場合なった場合、、、、数値の前に空白を付与数値の前に空白を付与数値の前に空白を付与数値の前に空白を付与),),),), #(#(#(#(数値の表記形式が分かるよ数値の表記形式が分かるよ数値の表記形式が分かるよ数値の表記形式が分かるよ
うに変換うに変換うに変換うに変換。。。。各変換指定子によって異なる各変換指定子によって異なる各変換指定子によって異なる各変換指定子によって異なる),),),), 0000((((左側を左側を左側を左側を0000で埋めるで埋めるで埋めるで埋める))))

フィールフィールフィールフィール
ド幅ド幅ド幅ド幅

アスタリスクアスタリスクアスタリスクアスタリスク**** またはまたはまたはまたは10101010進数進数進数進数((((変換結果が指定数に満たない場変換結果が指定数に満たない場変換結果が指定数に満たない場変換結果が指定数に満たない場
合合合合、、、、その分だけ左側を埋めるその分だけ左側を埋めるその分だけ左側を埋めるその分だけ左側を埋める((((空白空白空白空白orororor0000))))))))

精度精度精度精度 ピリオドピリオドピリオドピリオド.... にアスタリスクにアスタリスクにアスタリスクにアスタリスク**** またはまたはまたはまたは10101010進数がつく進数がつく進数がつく進数がつく((((多くは桁数多くは桁数多くは桁数多くは桁数orororor
文字数文字数文字数文字数))))

変換修飾変換修飾変換修飾変換修飾
子子子子

省略可省略可省略可省略可。。。。
h(h(h(h(実引数が実引数が実引数が実引数がShortShortShortShortと明示と明示と明示と明示),),),), l(l(l(l(実引数が実引数が実引数が実引数がlonglonglonglongと明示と明示と明示と明示),),),), L(L(L(L(実引数が実引数が実引数が実引数がlonglonglonglong doubledoubledoubledoubleと明と明と明と明
示示示示))))



○使用例

printfprintfprintfprintf("("("(" %%%%5555dddd ¥¥¥¥nnnn %%%%5555dddd¥¥¥¥nnnn",",",",
10101010,,,, 100100100100))));;;;

→→→→

10101010 五桁右詰め五桁右詰め五桁右詰め五桁右詰め
100100100100

printfprintfprintfprintf("("("(" %%%%05050505dddd ¥¥¥¥nnnn %%%%05050505dddd¥¥¥¥nnnn",",",",
10101010,,,, 100100100100))));;;;

00010000100001000010 0000を付加を付加を付加を付加
00100001000010000100

printfprintfprintfprintf("("("(" %%%%6666....2222ffff ¥¥¥¥nnnn %%%%6666....2222ffff¥¥¥¥nnnn",",",", 3333....14141414 少数少数少数少数第二位第二位第二位第二位までまでまでまでprintfprintfprintfprintf("("("(" %%%%6666....2222ffff ¥¥¥¥nnnn %%%%6666....2222ffff¥¥¥¥nnnn",",",",
3333....14141414,,,, ----12121212....3333))));;;;

3333....14141414 少数少数少数少数第二位第二位第二位第二位までまでまでまで
----12121212....30303030

printfprintfprintfprintf("("("(" %%%%----6666....2222ffff ¥¥¥¥nnnn%%%%----6666....2222ffff¥¥¥¥n“n“n“n“,,,,
3333....14141414,,,, ----12121212....3333))));;;;

3333....14141414 左詰め左詰め左詰め左詰め
----12121212....30303030



変数

データを一時的に格納しておくための入れ物

○プログラミング実践
#include <stdio.h>

void main(void) // void main(void) // エントリーポイントエントリーポイントエントリーポイントエントリーポイント
{ 

int a; // “a”という名の箱を作るという名の箱を作るという名の箱を作るという名の箱を作る
a = 100; // その箱にその箱にその箱にその箱に100を入れるを入れるを入れるを入れる
printf(“ aの中身：の中身：の中身：の中身：%d ¥n”, a); //その中身その中身その中身その中身

を１０進で表示を１０進で表示を１０進で表示を１０進で表示
}



変数について、ぐだぐだと。

変わる数と書いて変数だが、

プログラミング(だけじゃないかもしれないが)

では文字も入れられる。

ただ、入れるもの(整数・小数・文字)によって、
それぞれに適した種類がある。

次ページにＣで使われる基本型を示す。



データデータデータデータ
型型型型

用途用途用途用途 サイズサイズサイズサイズ 範囲範囲範囲範囲((((32323232bitbitbitbit環境環境環境環境))))
ただし、浮動小数点型は誤差ありただし、浮動小数点型は誤差ありただし、浮動小数点型は誤差ありただし、浮動小数点型は誤差あり

intintintint
整数整数整数整数 4444bytebytebytebyte

----2222,,,,147147147147,,,,483483483483,,,,648648648648
~~~~2222,,,,147147147147,,,,483483483483,,,,647647647647

shortshortshortshort 整数整数整数整数 2222bytebytebytebyte ----32323232,,,,768768768768～～～～ 32323232,,,,767767767767

変数の基本型

shortshortshortshort 整数整数整数整数 2222bytebytebytebyte ----32323232,,,,768768768768～～～～ 32323232,,,,767767767767
longlonglonglong

整数整数整数整数 8888bytebytebytebyte
----9999,,,,223223223223,,,,372372372372,,,,036036036036,,,,854854854854,,,,775775775775,,,,808808808808
～～～～ 9999,,,,223223223223,,,,372372372372,,,,036036036036,,,,854854854854,,,,775775775775,,,,807807807807

charcharcharchar 文字文字文字文字 1111bytebytebytebyte 1111文字文字文字文字
doubledoubledoubledouble 浮動小浮動小浮動小浮動小

数点数点数点数点
8888bytebytebytebyte

----1111....79769313486231570797693134862315707976931348623157079769313486231570****10101010308308308308 ～～～～
1111....79769313486231570797693134862315707976931348623157079769313486231570****10101010308308308308

floatfloatfloatfloat 浮動小浮動小浮動小浮動小
数点数点数点数点

4444bytebytebytebyte ----1111....175494175494175494175494****1010101038383838～～～～ 1111....175494175494175494175494****1010101038383838



変数について、ぐだぐだと。②

注意しておきたいのは

必ず、使う前に宣言しておくこと。

#include <stdio.h>

void main(void)

#include <stdio.h>

void main(void) void main(void)

{ 

a = 100;  // 100をををを代代代代入入入入
printf(“ aの中身：の中身：の中身：の中身：%d ¥n”, a);

//その中身その中身その中身その中身
を１０進で表示を１０進で表示を１０進で表示を１０進で表示

int a;  // “a”を宣言を宣言を宣言を宣言
}

void main(void)

{ 

int a;    // “a”を宣言を宣言を宣言を宣言
a = 100;    // 100をををを代代代代入入入入
printf(“ aの中身：の中身：の中身：の中身：%d ¥n”, a);

//その中身その中身その中身その中身
を１０進で表示を１０進で表示を１０進で表示を１０進で表示

}



四則演算

和 a + b 10 + 2 = 12

差 a – b 10 – 2 = 8

積 a * b 10 * 2 = 20

商 a / b 10 / 2 = 5 ただし、整数同士の計算では

端数切り捨て(10 / 3 = 3)

余り a % b 10 % 3 = 1



○プログラミング実践

#include <stdio.h> 

void main(void)

{ 

int sum = 75 +25; // “sum”という名の変数という名の変数という名の変数という名の変数を用意を用意を用意を用意
printf(“%d¥n“, sum); // sumの中身の中身の中身の中身をををを10進数表示進数表示進数表示進数表示printf(“%d¥n“, sum); // sumの中身の中身の中身の中身をををを10進数表示進数表示進数表示進数表示

}



入力関数(scanf)

○プログラミング実践

100とか、適当な数を入力してみて動作を確
認してみてください。

#include <stdio.h>#include <stdio.h>

void main(void)

{ 

int number; // “number”という名の変数という名の変数という名の変数という名の変数

scanf(“%d”, &number); // 入力内容入力内容入力内容入力内容をををを“number”に代入に代入に代入に代入

printf(“入力結果：入力結果：入力結果：入力結果：%d¥n”, number);  // 10進数表示進数表示進数表示進数表示
}



○構文

□&ってってってって何？何？何？何？

scanf(“ ”, &変数変数変数変数)  //ユーザーからの入力を、ユーザーからの入力を、ユーザーからの入力を、ユーザーからの入力を、&

に続く変数に代入に続く変数に代入に続く変数に代入に続く変数に代入

□&ってってってって何？何？何？何？

お約束事ということで、今の時点では気にしお約束事ということで、今の時点では気にしお約束事ということで、今の時点では気にしお約束事ということで、今の時点では気にし
ないが無難。ないが無難。ないが無難。ないが無難。

“その変数に代入してください”といった依頼“その変数に代入してください”といった依頼“その変数に代入してください”といった依頼“その変数に代入してください”といった依頼
のようなものだと理解してほしい。のようなものだと理解してほしい。のようなものだと理解してほしい。のようなものだと理解してほしい。



○変換フォーマット

printfにあったものに似ている。変換指定子にあったものに似ている。変換指定子にあったものに似ている。変換指定子にあったものに似ている。変換指定子
ははははほぼほぼほぼほぼ同じなので前述参照。同じなので前述参照。同じなので前述参照。同じなので前述参照。

%[代入抑止文字代入抑止文字代入抑止文字代入抑止文字][フィールド幅フィールド幅フィールド幅フィールド幅] [変換修飾子変換修飾子変換修飾子変換修飾子]変換指定子変換指定子変換指定子変換指定子

代入抑止代入抑止代入抑止代入抑止代入抑止代入抑止代入抑止代入抑止
文字文字文字文字 アスタリスクアスタリスクアスタリスクアスタリスク****。。。。省略可能省略可能省略可能省略可能。。。。

フィールフィールフィールフィール
ド幅ド幅ド幅ド幅

0000以外の以外の以外の以外の10101010進整数進整数進整数進整数。。。。省略可能省略可能省略可能省略可能。。。。

変換修飾変換修飾変換修飾変換修飾
子子子子

省略可省略可省略可省略可。。。。
h(h(h(h(実引数が実引数が実引数が実引数がShortShortShortShortと明示と明示と明示と明示),),),), l(l(l(l(実引数が実引数が実引数が実引数がlonglonglonglongと明示と明示と明示と明示),),),), L(L(L(L(実引数実引数実引数実引数
ががががlonglonglonglong doubledoubledoubledoubleと明示と明示と明示と明示))))



○演習①

もしもし。もしもし。もしもし。もしもし。
こんにちは。こんにちは。こんにちは。こんにちは。

それでは。それでは。それでは。それでは。

と表示されるようなプログラムを組んでくださ
い。

ただし、printfを使うのは一回のみ！



○演習②
二つの変数を用意して、それらに二つの変数を用意して、それらに二つの変数を用意して、それらに二つの変数を用意して、それらにscanfでででで10

進数を入力してから、進数を入力してから、進数を入力してから、進数を入力してから、

a+b a-b a*b a/b a%b

を画面に表示させてください。を画面に表示させてください。を画面に表示させてください。を画面に表示させてください。

( b 0 )(ただし、ただし、ただし、ただし、bがががが0であることを考慮しなくてよいであることを考慮しなくてよいであることを考慮しなくてよいであることを考慮しなくてよい)





○解答①

#include <stdio.h>

void main()

{ 

printf(“もしもし。もしもし。もしもし。もしもし。¥nこんにちは。こんにちは。こんにちは。こんにちは。¥n¥n

それでは。それでは。それでは。それでは。¥n”);それでは。それでは。それでは。それでは。¥n”);

}



○解答②
#include <stdio.h>

void main()

{ 

int a,b;

printf("aの値：の値：の値：の値：");   scanf(%d, &a);

printf("bの値：の値：の値：の値：");   scanf(%d, &b);printf("bの値：の値：の値：の値：");   scanf(%d, &b);

printf(“a+b=%d¥n”, a+b);

printf(“a－－－－b=%d¥n”, a－－－－b);

printf(“a××××b=%d¥n”, a*b);

printf(“a÷÷÷÷b=%d¥n”, a/b);

printf(“a%%b=%d¥n”, a%b); 
}


